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１ 宇和島市～南予地方の中心都市

愛媛県宇和島市は，江戸時代の城下町を基盤に発展した都市であり，愛媛県

西南部（通称：南予）の中心都市である。市域の大部分は山地によって占めら

れている。宇和海に面した平地部は，干拓や埋め立てによって造成されてき

た。そこに宇和島の市街地が形成されている。

城下町としての宇和島の原型を形づくったのは，藤堂高虎だとされている。

藤堂高虎は，豊臣秀吉の四国平定後，１５９５（文禄４）年に宇和郡７万石に入封

した。板島丸串城を本城と定め，６年かけて大改築した。また，新しい城下町

も建設された。１６０７（慶長１２）年，藤堂は同じ伊予の今治に移り，さらに翌

年，伊勢の津に転封される。かわって富田信高が１０万石で丸串城に入るも，

５年で改易されてしまう。幕府直轄領を経て，１６１４（慶長１９）年，大阪冬の

陣の後，伊達政宗の長子・秀宗が，宇和郡１０万石に封ぜられることになる。

初代藩主伊達秀宗の治世時に，「板島」は「宇和島」に改称され，現在に至っ

ている。１６５７（明暦３）年，五男の伊達宗純の分知願いが許され，吉田藩３万

石がたてられる。以後，宇和島藩は７万石となる。伊達家は，明治維新まで宇

和島の地を統治した。８代宗城は，「幕末の４賢侯」の１人に数えられる。宇

和島城は，現在も市内中央の丘陵の上にあり，全国に現存する１２の江戸時代

以来の天守閣の１つとなっている。

１８７１（明治４）年の廃藩置県で，宇和島藩は宇和島県となる。１８７３（明治６）
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年に愛媛県が成立し，これに宇和島県も統合される。１８８９（明治２２）年，町

制が施行され宇和島町が成立する。さらに１９２１（大正１０）年には，八幡村と

の合併を実現し，市制が施行された。これは中予（愛媛県中部）の城下町・松

山，東予（愛媛県東部）の城下町・今治につづいて，愛媛県下に成立した３番

目の市であった。これで，東，中，南予の代表的な城下町が，それぞれ近代都

市をめざして再出発することになったのである。

戦前の宇和島市の産業の中心は，製糸業であった。北宇和郡自体が，愛媛県

年月日 事 項 人口（人） 面積（km２）

１８８９年１２月１５日 町制施行 － －

１９１７年５月１日 丸穂村を編入 １８，０１３ －

１９２１年８月１日 八幡村と合併 市制施行 ３２，２９５ ３２．５７

１９３４年９月１日 九島村を編入 ５１，２８０ ５４．１７

１９５５年３月３１日 三浦村・高光村を編入 ６６，１５４ ８２．６５

１９５７年１月１日 来村を編入 ６８，１６０ １１８．２６

１９７４年４月１日 宇和海村を編入 ７０，９９２ １４２．９１

２００５年８月１日 宇和島市・吉田町・津島町・三間町が新設合併 ９２，６７２ ４６９．４７

表１ 市域の変遷

出所）『宇和島市誌』下巻の記述より作成
注）２００５年８月１日の欄の人口は，２００５年６月末の数値。

図１ 宇和島市域の変遷

出所）『宇和島市誌・上巻』P.４１３
（１９５７年までの変遷）

出所）『愛媛県市町村合併ホームページ』よ
り（２００５年８月の合併）
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内屈指の養蚕地帯であり，それを背景に宇和島市内に製糸業が立地し，活況を

呈していた。しかし，１９３０年代に入ると，次第に製糸業は衰えていくように

なる。大恐慌の影響と化学繊維の普及に生糸が押されるようになったためであ

る。そのような中，宇和島市は工場誘致に成功し，１９３６年から近江帆布工場

が操業を開始した。宇和島市にとって待望久しかった大規模工場であり，従業

員千人近くを雇用したのであった。しかし，戦火の拡大によって，原料となる

綿花の輸入が絶え，１９４１年８月に，操業停止に陥ってしまったのである。

第２次世界大戦末期の１９４５年５月から，宇和島市は合計９回の空襲を受け

る。戦災による宇和島市の消失面積は１，３１２haに達し，それは市街地の約７割

にあたった。１）戦後は，まさに焦土の中からの復興となった。

戦後の宇和島市の人口の推移を見ると，高度経済成長期を通じて人口が減少

しつづけた。こうした人口減は，八幡浜市・大洲市といった他の南予の都市と

年 宇和島市域 宇和島市 大洲市 八幡浜市

１９５５ ８５，１４６ ６６，１５４ ４６，８１３ ５５，４７１

１９６０ ７９，１３１ ６８，１６０ ４３，５８３ ５２，５２７

１９６５ ７６，７４９ ６８，１０６ ４０，１６５ ５０，００５

１９７０ ７０，７３０ ６４，２６２ ３７，３２４ ４６，９０３

１９７５ ７０，９６９ ７０，９６９ ３７，２９４ ４５，２５９

１９８０ ７２，２６０ ７２，２６０ ３８，７１９ ４３，８２３

１９８５ ７１，９４９ ７１，９４９ ３９，９１５ ４１，６００

１９９０ ６８，８８８ ６８，８８８ ３９，８５０ ３８，５５０

１９９５ ６６，１６９ ６６，１６９ ３８，９３７ ３５，８９１

２０００ ６３，４９５ ６３，４９５ ３９，０１１ ３３，２８５

２００５ ５９，９２８ ５９，９２８ ３８，４５８ ３０，８５７

表２ 宇和島市・大洲市・八幡浜市の人口の推移 （人）

出所）愛媛県統計協会『統計からみた市町村のすがた』各年度
版より作成

注１）「宇和島市域」は，２００５年７月末までの旧宇和島市の範域
の人口を示す。「宇和島市」は，その時点での行政上の区域
として宇和島市の人口を示す。

注２）２００５年の数値は，宇和島市・八幡浜市・大洲市とも合併
前の旧市域の値。
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同様であった。しかし，石油危機による高度経済成長の終焉とともに，１９７０

年代後半から人口減少に歯止めがかかった。全国的に見ても，石油危機からバ

ブル景気が始まる前までの間は，３大都市圏への人口流入が停滞した時期にあ

たっている。しかし，宇和島市は１９８０年代後半以降，再び人口減少に見舞わ

れるようになった。

戦後の宇和島市において，繊維産業が復興することはなく，また大規模な雇

用をともなうような工場誘致も行われなかった。食品加工などの小規模な工場

がわずかに立地するのみで，自ら「煙突のない町」と呼ぶような都市となっ

た。２）

こうした中で，７０年代から８０年代前半の人口維持を支えたものの１つに，

水産業の隆盛がある。宇和島の水産業の中心は，リアス式海岸を生かした養殖

水産業である。とりわけ真珠やハマチの養殖が主力となってきた。真珠養殖は，

図２ 宇和島市・大洲市・八幡浜市の人口の推移

宇和島市域

宇和島市

八幡浜市

大洲市

出所）愛媛県統計協会『統計からみた市町村のすがた』各年度版より作成
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1950

年度 第１次産業 （水産業） 第２次産業 第３次産業 就業者総数

１９５０ ２４．７ ３．４ ２４．１ ５１．０ １９，７８２

１９５５ ２５．７ １．７ １３．５ ６０．８ ２５，００８

１９６０ ２５．２ ３．０ １９．０ ５５．８ ２７，１８４

１９６５ ２１．６ ５．３ ２０．３ ５８．１ ２９，７３２

１９７０ １７．９ ４．０ １９．３ ６２．７ ３０，７１９

１９７５ １９．３ ７．６ ２０．３ ６０．２ ３２，７６２

１９８０ １７．８ ８．６ ２１．４ ６０．１ ３４，３１２

１９８５ １８．３ １０．３ １９．３ ６２．４ ３３，４２９

１９９０ １６．９ １０．３ ２０．１ ６２．９ ３２，３３１

１９９５ １６．６ １０．７ １９．３ ６４．０ ３２，１３２

２０００ １４．１ ８．８ １８．４ ６７．３ ２９，２６５

２００５ ２０．２ ８．０ １６．１ ６３．０ ４２，２１６

表３ 宇和島市の産業別就業者比率の推移 （％）

出所）愛媛県統計協会『統計からみた市町村のすがた』各年度版より作成

図３ 宇和島市の産業別就業者比率の推移

第３次産業

第１次産業

第２次産業

水産業

出所）愛媛県統計協会『統計からみた市町村のすがた』各年度版より作成
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三重県伊勢湾の業者が，養殖適地を求めて宇和海に進出してきたところから始

まり，１９５８年頃から地元業者の養殖事業も軌道にのり始めた。一方，ハマチ

養殖は，津島町の山本彰がその嚆矢とされ，１９５９年に開始された。１９６７年の

過剰生産による真珠不況の際に，ハマチ養殖に転換する業者が出て急増する。

宇和島市も他の都市と同様に，戦後一貫して農業就業者比率は低下していっ

た。しかし，水産業就業者比率は１９７０年代から１９９０年代初めにかけて増加し

ていったのであった。こうして，宇和島を中心とした宇和海域は，日本有数の

養殖生産地となるのであった。養殖水産業の拡大は，稚魚・餌料供給，資材供

給，水産医薬品，水産物運搬などの関連産業の発達も促した。しかし，過剰生

産による魚価の低迷や，１９９４年頃から始まったアコヤ貝の大量斃死などによ

り，水産生産額および業者数ともに急減しており，かつての繁栄に翳りがさし

ている。

宇和島市の産業のもう１つの特徴は，南予の中心都市として，第３次産業が

早くから発達していたということである。宇和島市の第３次産業の就業者人口

年 宇和島市 御荘町 八幡浜市 今治市

１９７０ ７３２ ２８２ ７９３ １，１０２

１９７５ ４，４７５ ４，００８ ２，５４０ ２，５２９

１９８０ １０，５６３ ４，８１８ ３，８６３ ２，９５３

１９８５ １３，３５７ ６，８８７ ２，４１０ ３，６５２

１９９０ １３，４５１ ４，６５３ ３，０６５ ３，９３８

１９９５ ９，２４１ ４，５０４ ２，８５２ ４，１７３

２０００ ９，９３０ ３，７４２ ２，０６３ ４，８７８

２００５ ５，８８９ ５，８０８ ２，１００ ６，８１９

表４ 宇和島市・御荘町・八幡浜市・今治市の水産業生産額
（百万円）

出所）愛媛県統計協会『統計からみた市町村のすがた』各年度
版より作成

注）２００５年の数値はすべて合併後の自治体の数値。御荘町
は，他の南宇和郡の町村と合併して「愛南町」となった。
御荘町の２００５年の欄の数値は，愛南町の値。
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比率をみると，明治時代は「伊予の大阪」といわれるくらい商業で栄え，伝統

的に商業集積が存在していた八幡浜市を凌駕していた。１９７０年までは，愛媛

県の中心都市・松山市と同程度の第３次産業就業者比率をもっていた。宇和島

市内だけに限らず，北宇和郡・南宇和郡などの周辺町村の人々の購買力も宇和

島に引き寄せていた様子がうかがわれる。３）城下町の伝統の上に，商業・サービ

ス業の中心が築かれていたのである。

小売業販売額で見ると，宇和島市は１９９０年代まで順調に，その額を伸ばし

てきた。しかし，２０００年代に入ると，小売業販売額は減少に転じる。これは

経済停滞の影響と宇和島市の小売業が商圏とする南予地域全体の経済的な疲弊

や人口減少が原因だと思われる。それとともに，同じ南予の大洲市に新たな商

業集積が生まれたことや２００４年に松山自動車道が西予宇和インターチェンジ

まで開通したことなどがあり，宇和島圏から購買力の流出が起こっていること

図４ 宇和島市・御荘町・八幡浜市・今治市の水産業生産額

宇和島市

御荘町 今治市

八幡浜市

出所）愛媛県統計協会『統計からみた市町村のすがた』各年度版より作成
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年度 宇和島市 八幡浜市 松山市

１９６０ ５５．８ ４０．０ ５４．２

１９６５ ５８．１ ４３．３ ５８．３

１９７０ ６２．７ ４７．５ ６１．３

１９７５ ６０．２ ５１．０ ６４．９

１９８０ ６０．１ ５３．６ ６８．６

１９８５ ６２．４ ５４．５ ７０．４

１９９０ ６２．９ ５４．４ ７１．４

１９９５ ６４．０ ５６．０ ７２．２

２０００ ６７．３ ５６．５ ７３．７

２００５ ６３．５ ５４．６ ７３．８

表５ 宇和島市・八幡浜市・松山市の第３次産業就
業者比率の推移 （％）

出所）愛媛県統計協会『統計からみた市町村のすが
た』各年度版より作成

注）２００５年の数値はすべて合併後の自治体の数
値。

図５ 宇和島市・八幡浜市・松山市の第３次産業就業者比率の推移

松山市

宇和島市

八幡浜市

出所）愛媛県統計協会『統計からみた市町村のすがた』各年度版より作成
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も考えられる。南予で絶対的な地位を保ってきた宇和島市の第３次産業も揺ら

ぎ始めているといえる。

このように宇和島市はもとより，南予全体が閉塞感を色濃くする中で，「平

成の大合併」が模索された。２００１年２月に愛媛県から発表された市町村合併

推進要綱では，合併の基本パターンとして，宇和島市・吉田町・津島町・三間

町・広見町・松野町・日吉村の１市５町１村の合併が提示された。この基本パ

ターンよりも統合度の低い参考パターンでは，宇和島市・吉田町・津島町の１

市２町による合併と，鬼北地域３町１村４）の合併に分けるものであった。鬼北

４町村のうち，三間町は宇和島市との合併を選択したため，宇和島市・吉田

年 宇和島市 八幡浜市 大洲市

１９６４ ６３３，０１４ ３９６，１５２ １９１，６２１

１９６６ ７４１，５６３ ４４９，７７３ ２４６，６９０

１９６８ １，２５１，７２５ ７０９，３５４ ３４６，６２７

１９７０ １，４３９，６９３ ８６１，９５３ ４４３，２２８

１９７２ １，９６４，９１４ １，１５１，９１３ ５６４，７７２

１９７４ ２，８８６，２２０ １，６０２，８４４ ９４０，１２５

１９７６ ４，１４１，３６４ ２，３９７，２４９ １，６２３，０６３

１９７９ ５，３６３，４４６ ３，０１０，３６６ ２，２５７，３１０

１９８２ ６，５７７，３８９ ３，４８５，４５９ ２，６９３，７８７

１９８５ ７，０８２，１５６ ３，８０７，３９７ ２，９８３，５１０

１９８８ ７，２３５，６５６ ３，９２３，０４９ ３，２８７，８６６

１９９１ ９，０８０，７７４ ４，０２０，４５１ ３，７９９，８５０

１９９４ ９，０１７，３４７ ４，６８９，６１２ ４，１２８，９９５

１９９７ ９，７３４，１２４ ４，１７７，４７１ ５，０１６，２６０

２００２ ８，６１５，９８６ ３，０５４，４３５ ５，２７２，３８５

２００６ ８，４６９，８２５ ３，４５２，０５７ ５，１１０，７８０

表６ 宇和島市・大洲市・八幡浜市の小売業販売額
の推移 （百万円）

出所）愛媛県統計協会『統計からみた市町村のすが
た』各年度版より作成

注）２００５年の数値はすべて合併後の自治体の数
値。
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町・津島町・三間町の枠組みで合併を目指すこととなった。２００２年５月に任

意の合併協議会が，９月には法定の合併協議会が設置された。しかし，２００４

年４月に，宇和島市が合併協議会からの離脱を表明した。これは，津島町が

０２年度以降，建設事業を増大させた点などを理由としていた。合併の核とな

る宇和島市の協議会離脱表明により，合併協議会は一時休止とならざるをえな

かった。その後，協議会は９月に再開され，合併の目標期日は２００４年１０月１

日から０５年８月１日へ繰り延べされた。こうして難産の末，２００５年８月に新

「宇和島市」が発足したのであった。

２ 宇和島市政の推移

２－１ 戦後復興期～国松市政・中平市政・中村市政

第２次世界大戦下の１９４２年７月に宇和島市長に就任した上田宗一は，敗戦

図６ 宇和島市・大洲市・八幡浜市の小売業販売額の推移

宇和島市

八幡浜市

大洲市

出所）愛媛県統計協会『統計からみた市町村のすがた』各年度版より作成
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後，公職追放を受け，１９４６年３月に市長職を辞した。宇和島市会は，後任の

市長に国松福禄を選出した。国松は，北宇和郡岩松町（現：宇和島市津島町）

出身で，旧制宇和島中学を卒業後，三高などを経て東京帝国大学法科学部（現

在の東大法学部）へ進んだ。卒業後は弁護士として活躍し，１９２６年１０月の宇

和島市会議員選挙で初当選を果たしていた。１９３１年９月には北宇和郡選挙区

から立候補し愛媛県会議員に当選，１９４０年５月に再び宇和島市会議員となっ

ていた。

１９４７年４月に，公選による初の宇和島市長選挙が行われることとなった。

現職市長の国松福禄は自由党公認で立候補した。同じ自由党から，さらに２人

の立候補者があった。井上源一と中川千代冶である。井上は，北宇和郡蒋渕村

（宇和海村→宇和島市）の出身で，明治法律学校（現明治大学）を卒業後，国

松と同じく弁護士をしていた。１９１４年に初めて宇和島町会議員に当選して以

来，北宇和郡会議員，宇和島市会議員を連続して務め，１９３３年５月には，５７

歳で第５代宇和島市長に選出されている。５）しかし，１９３５年の県会議員選挙に

絡む選挙違反で逮捕され，同年１２月に市長を辞任していた。今回は７０歳を超

えて，再度市長の座を目指しての立候補であった。

もう１人の自由党候補者・中川千代冶は，八幡浜市向灘の出身で，宇和島政

界の大物の一人である中川鹿太郎６）の養子に入った。八幡浜商業から早稲田大

学政経学部に進み，早大卒業後，１９３４年に２０代で予州銀行吉田支店長に就任

していた。今回は４１歳という若さでの市長選立候補であった。他に，社会党

公認で清家栄が立候補した。

選挙は，国松と中川が競った。開票の結果，当初，国松の当選かと思われ

た。しかし，第２開票所で３００票の誤算が判明し，さらに３０１票の疑問票が指

摘されたため，国松の得票数が６，８５７票から６，２５６票に修正された。その結

果，首位の国松の得票数は，当選に必要な有効投票数の８分の３（６，５３７票）

を下回ってしまった。そこで１０日後に決選投票を行う運びとなった。

決選投票は激烈な接戦となり，結果はわずか５票の差をもって国松の当選と
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なった。翌日，これに承服できない中川派の運動員たちは，選管に対し票の再

審査を要求した。後日，正式に異議申し立てがなされ，進駐軍立会いの下で再

審査がなされた。その結果，５票差はくつがえらず，国松の当選が正式に決定

した。

国松市長は，戦災にあった宇和島市内の復興に取り組んだ。そのなか，伊達

家所有の宇和島城天守閣他の物件と城郭建築物が残る城山の土地について，伊

達家から宇和島市へ寄付の申し入れがあった。これによって宇和島城と城山は

市に移管され，今日に至るまで宇和島の象徴としての役割を果たしてきてい

る。

国松は戦後の復興事業を継続して担うとして，１９５１年の市長選に再選を目

指して，自由党公認で立候補した。これに対して，同じ自由党から佐々木饒も

立候補を表明した。佐々木は，製氷会社を経営に携わるかたわら，戦前に４

期，宇和島市会議員を務めていた。さらに１９３５年の県会議員選挙宇和島市選

挙区に，民政党公認で立候補し当選を果たしていた。しかし，戦後第１回の県

議選に出馬するも，２７０票の僅差で落選を経験する。この統一地方選では，市

長の座に狙いを定めて立候補してきた。

宇和島市長選と同時期に行われた１９５１年の愛媛県知事選は，保守政党の自

由党が分裂する激しい選挙戦となった。現職知事の青木重臣に対して反青木派

が担いだのが，西宇和郡伊方村（現伊方町）出身の佐々木長治であった。佐々

木は，戦前に２３歳で西南銀行頭取の地位に就き，予州銀行頭取などを歴任し

た。さらに政界にも進んで，衆議院議員，貴族院議員を歴任していた人物で，

愛媛県政界の重鎮であった（今井，１９６６：P．２４）。この時の宇和島市長選は，

「県知事選の縮図」と呼ばれ，佐々木饒は南予出身の佐々木長治支持を掲げて

市長選を戦った。佐々木陣営には，反青木派の県議・向井三冶がついた。一方

の国松は，自由党の公認決定にしたがい，青木支持で動いた。

さらにもう１名，社会党から中平常太郎が立候補し，三つ巴の選挙戦になっ

た。中平は，西宇和郡伊方村（現：伊方町）の出身で，宇和島高等小学校を卒
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業した。２０代でキリスト教に入信している。１９１１年に北宇和郡会議員に当選，

１９１３年から醤油醸造業を営み，社会事業にものりだしている。１９１５年には宇

和島町会議員，１９２５年から宇和島市会議員に２回連続当選している。戦

後，１９４６年に愛媛県労働委員会会長に就任し，１９４７年の参議院議員選挙では

社会党公認で立候補し，久松定武（愛媛民主党・後の愛媛県知事）に次いで２

位となった。そのため，３年任期の参院議員となった。７）今回は，国労やバス会

社の労組などの支援を受けて市長選に挑むこととなった。

選挙戦は３候補の大接戦となり，下馬評では現職の強みを生かした国松を

佐々木が追う展開だとみられた。ところがふたを開けてみると，１位中平・２

位国松・３位佐々木の順であった。中平は，保守分裂の間隙を突いて首位に

たった。しかし前回同様，１位の中平の得票が法定得票数に達せず，上位２名

による決選投票が行われることとなった。

中平－国松で行われた決選投票は，中平が票差を約３千票に広げ，当選を果

たした。愛媛県内における初の社会党公認市長の誕生であった。県知事選も保

守分裂選挙の中，社会党・民主党共同推薦の久松定武が当選を果たした。８）「県

知事選の縮図」と呼ばれた宇和島市長選は，奇しくも県知事選と同様の結果と

なったのであった。宇和島市長選と同時に行われた宇和島市議選では，社会

党・共産党両党の候補者が全員落選するという状況の中で，極めて異例な社会

党市政の成立であった。

中平市長は，社会福祉行政の推進機関である福祉事務所を，条例を制定して

設置したり，市立宇和島病院内に産院を建設するなど，社会党市長らしい政策

を展開した。しかし，この時期の他の自治体と同様に，戦後復興や学校の整備

などに多額の経費がかかるのにもかかわらず，国の財政的な措置がなかったた

め，財政赤字に苦しむことになった。そのような中で，「昭和の大合併」とし

て，１９５５年３月に高光村・三浦村の編入合併を実現し，中平市長は勇退した。

１９５５年の市長選に，早くから意欲を示していたのが，宇和島市選出の県会

議員・向井三治であった。向井は，戦前に１９３６年から３期連続で宇和島市会
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議員を務めていた。戦後第１回の県議選で当選を果たし，２回連続当選してい

た。反向井派は，対立候補として戦前に宇和島市長，愛媛県議，衆院議員など

を歴任した高畠亀太郎を引っ張り出そうとした。９）高畠は，１９４２年の衆院選に

おいて翼賛政治体制協議会推薦で当選していたため，戦後，公職追放となっ

た。この時点では追放は解除されていた。高畠はこの申し出を固辞し，代わり

に甥にあたる中村純一の擁立にもっていった。中村純一は，宇和島中学から一

高，東京帝国大学へと進み，卒業後は逓信省に入省した。１９４５年の敗戦直前

に，貯金保険局長で逓信省を退官した。この時，４３歳であった。戦後になっ

て，１９４７年の衆院選に愛媛３区から立候補するも落選。１９４７年の総選挙で初

当選を飾る。しかし，１９５２年の総選挙では再び落選の憂き目をみていた。１０）こ

こで，市長選に鞍替えしての出馬となった。

逆に向井三治は，持病の脊椎カリエスが悪化し，市長選立候補を断念する。

かわって市長選への立候補を表明したのが，１９４７年の市長選においてわずか

５票の差で落選した中川千代冶であった。中川は市長選落選後，１９５１年の県

議選に立候補し，ここでも次点で敗れていた。衆院選２回落選の中村と，市長

選，県議選連続落選の中川との選挙戦は，ともに後がない者同士の戦いと評さ

れた。

中村は，向井三治の県議選におけるライバルだった山本友一（この時点では

代議士）の支援を受け，宇和島市議の大半を占める山本派市議が応援に回っ

た。これにより，中村優勢とされた。しかし，出馬を断念した向井三治が中川

支持に回り，中川陣営は追い上げをはかる体制になった。中川は周辺部で強み

を見せた。しかし，結局は市中心部を制した中村の当選であった。票差は約

１，６００票で，中村としては思わぬ接戦となった。

赤字財政を前市長から受け継いだ中村市政の最大の懸案は財政再建だった。

結局，１９５６年に国の財政再建特別措置法による赤字再建団体の適用を申請

し，財政再建を進めることになった。市職員に退職者を募って財政健全化を進

めようとしたため，市職組との間に激しい争いも生じた。合併に関しては，中
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断していた来村との合併を実現にこぎつけることができた。

宇和島市では，戦後，３代にわたって１期限りの市長が続いた。そうした不

安定な市政の中で，戦後復興と財政再建という両立しがたい目標の実現に向け

て努力がなされた。

２－２ 政争と汚職の時代～中川市政・山本市政

１９５９年の市長選は，現職の中村純一市長の再選が濃厚だと見られていた。

４月１８日の公示日に立候補を届け出たのは中村市長のみであった。ところが

立候補届出締め切り直前の２２日になって中川千代治の推薦届けが提出された。

中川は，これを断るために，急遽東京から帰郷した。しかし，支持者の出馬要

請を断りきれず，２４日になって選挙戦に突入した。中村市長側は，無投票再

選の動向だった中で，選挙戦の準備がまったく整っていなかった。逆に，遅れ

をとってしまうという皮肉な選挙戦開始となった。中川陣営には，市民からの

カンパや，手弁当の運動員の参加などがあり，選挙戦を押し気味に進めた。結

果は，番狂わせで，中川の当選であった。しかも９千票を超える大差を現職市

長につけての勝利であった。そして，推薦選挙，カンパ，手弁当の運動員など，

「理想選挙」が実現したとの評価も得たのであった。

前述のように，中川は１９４７年の市長選に敗れて以降，衆院選，県議選，そ

して再び市長選と，落選続きであった。そうした中川に対する同情票が集まっ

たことが，勝因の１つとされる。また，不明朗な印象を与える市の土木事業を

めぐって，中村市長に対する一般市民の批判もあったことが，中川当選の要因

にあげられた。

中川市長は，積極的な市政を展開し，矢継ぎ早に事業を推進していった。主

なものは，上水道事業拡張，城東中学校新設，消防本部庁舎新築，宇和島城天

守閣修理工事，ごみ焼却施設建設，市立宇和島病院本館新築などであった。さ

らに，職業訓練所の誘致にも成功した。一方で，議案の撤回，修正が相次いだ

り，前市政の残した繰越金や国有林払い下げにともなう木材売却で得た利益な
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どを使い果たしており，将来の財政を危惧する声も上がっていた。また，過大

な交際費の費消や外遊（国連大会出席）にも批判の声がもれていた。

こうした中，中川市長は１９６３年に予定されていた次期市長選に立候補する

ことを早々に表明した。その１９６３年１月には，まず愛媛県知事選が行われた。

この県知事選挙は，保守分裂の激しい選挙戦となった。自民党では，久松知事

に反対する勢力が自民党同志会という会派を立ち上げており，宇和島市選出の

３県議のうち，藤田定吉・中畑義秋の両名が同志会に加わっていた。自民党同

志会は，久松知事に対する対抗馬として，社会党・民社党とともに愛媛新聞社

長・平田陽一郎を擁立した。一方，中川市長は久松支持で動いた。結果は，４

千票あまりの僅差で久松４選であった。

知事選で平田支持だった藤田定吉県議は，知事選後，宇和島市長選をめざし

て準備を始めた。藤田は九島出身で，宇和島中学を卒業した。１９４０年に宇和

島市会議員選挙において３１歳で初当選を果たす。戦後になると，１９４７年・

１９５１年の宇和島市議選に２回連続当選，１９５５年・５９年の愛媛県議選では宇和

島市選挙区において２回連続当選を果たしていた。この間，九島農協組合長な

どを務めている。

知事選では，自らが推す久松知事が当選した中川陣営であった。しかし，市

長選の前哨戦の意味合いをもった県議選では，中川市長に近い佐古田光義がよ

もやの落選を喫してしまう。逆に，平田支持で藤田と連携した中畑義秋と国村

三郎（社会党）が，県議に当選を果たしたのであった。当初，現職の中川有利

とみられていた市長選であった。だが，この県議選の結果によって，俄然，藤

田優勢の声が強くなった。藤田は，市財政の巨額な赤字を批判し，出身の九島

を中心に市周辺部で優位に立った。また，革新票も藤田寄りであった。

結果は，大票田の市内中心部を制した中川が，周辺部での劣勢をはね返し

て，僅差の勝利をおさめた。藤田優勢の観測に組織が引き締まったことと，商

店街のアーケード設置や中心部の道路舗装など，中心部住民の支持を調達しや

すい実績を，任期中にあげていたことが勝因にあげられた。宇和島市では，公
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選となってから３代続けて，１期かぎりの市長が続いていた。しかも，国松，

中村の両市長は，現職市長として出馬した市長選で落選の憂き目を見ていた。

そのため，宇和島では「市長は再選できない」というジンクスもできつつあっ

た。中川は，このジンクスを破り，初めて再選された市長となった。

中川市長は，２期目においても，和霊公園，屎尿処理施設，学校給食センタ

ーなどを整備していった。一方で，工場誘致もはかり，ブドウ糖工場の誘致に

成功した。１９６４年には，宇和島市工場誘致奨励条例を制定し，さらなる工場

誘致をめざした。また，赤字再建団体からも脱していた。

こうした実績をひっさげて，中川市長は３選を目指した。この中川の前に立

ちふさがったのが，宇和島政界の長老である山本友一であった。山本は，北宇

和郡下灘村（現：宇和島市津島町）の出身で，下灘高等小学校卒業後，宇和島

の回漕会社に丁稚奉公にだされた。２１歳の時に独立して，自ら回漕会社を営

むようになる。１９３６年，３１歳で宇和島市会議員選挙に立候補し初当選を飾る。

以後，３回連続当選を果たす。戦後は宇和島市選挙区から県議選に立候補し，

２回連続トップ当選をし，県議会議長も務めた。さらに１９５３年４月の総選挙

に，自由党公認で愛媛３区に立候補し初当選する。１９５５年の総選挙で連続当

選する。次の５８年の総選挙では，当確の報を受けて万歳三唱をした後に落選

とわかる，いわゆる「バンザイ落選」の主役となってしまった。すべての票が

開いてみると，わずか３０４票差の次点であった。１１）山本は捲土重来を期する

も，５８年総選挙時の愛媛３区は，定数３に対して，自民党公認の有力候補が

４名立候補して鎬を削る状態であった。落選中の山本には，自民党幹部から説

得がなされ，次の総選挙への不出馬をのまされた。１２）こうして山本は，政治経

歴に空白期間をつくることになる。しかし山本は，１９６７年の宇和島市長選に

立候補してきた。山本にとって９年ぶりの選挙となったのである。

この山本陣営には，前回市長選で落選した元県議の藤田定吉がついた。そし

て山本は，元代議士ゆえの「中央直結」の利点を説くと同時に，中川市政を不

明朗市政と呼び，現職批判を繰り広げた。自民党公認を得た山本は周辺部に強
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く，さらに自らの生地である津島町出身の宇和島在住者に浸透するなどした。

その結果，現職の壁を破り，３千票あまりの差をつけて勝利した。

つづく１９７１年の市長選は，同じ山本－中川の顔ぶれが，攻守ところをかえ

て相まみえた。前市長の中川は，公示３日前の立候補表明で，初当選時の１９５９

年の市長選のような短期決戦を挑んだ。出遅れていた中川に対し，市議の大半

が支持をする現職の山本が優勢であった。

中川は「中央直結」を掲げる山本に対し，「中央直結よりも市民に通じる愛

情ある市政」を訴えた。市内中心部は中川が強く，周辺部は山本が強いという

構図は前回どおりであった。今回は，中川の追い上げが功を奏し，約２千票差

の逆転勝利であった。他の愛媛の主要都市の市長選結果をみると，一度落選し

た元市長が，返り咲きを狙って市長選に立候補すること自体が非常に珍しい。１３）

これが，国政選挙と異なるところである。さらに，現職を破って当選を果たし

たのは，中川だけといってもいい。

１９７１年，宇和島市は市制施行５０周年を，中川市長の下で祝った。しかし，

中川市長は肝臓癌に倒れ，７２年２月２５日に逝去する。それにともない，後任

の市長を選ぶ選挙戦が開始される。７１年の市長選で一敗地まみれた山本友一

は，返り咲きを狙って３度目の立候補に及んだ。同じ保守系から三好金久も名

乗りをあげた。三好は，高等小学校の卒業で，三好造船を経営するに至る。宇

和島市の社会福祉協議会長や市商工会議所副会頭も務めていた。政治の世界で

は，戦後第１回の市議選に３３歳で初当選し，その後連続６回の当選を果たし

た。その間，市議会議長にも就任している。三好は，中川市長の後継者を以っ

て任じていた。

宇和島市では１９５５年の市長選以来，５回連続で保守系の候補者同士の一騎

打ちが行われてきた。今回の市長選には，社会党も２１年ぶりに独自候補を擁

立した。菊池竜平が社会党公認で立ったのであった。菊池は宇和島商業を卒業

後，様々な職を経験する。１９５１年に社会党に入党し，１９５９年の宇和島市議選

に４３歳で初当選し，以後３期連続で市議を務めた。しかし，１９７１年４月の市
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議選では落選を喫していた。

革新陣営も分裂し，共産党も公認候補として稲井勝を擁立した。稲井は高等

小学校卒業後，海軍航空隊に入隊する。終戦後の１９５０年，倉レ西条工場に採

用される。ここの労働学園で社会主義思想の洗礼を受け，１９５３年に共産党に

入党する。同年，倉レを退職して党の専従となり，共産党南予地区委員長に就

任していた。また，市民の立場から，医師の中井鐸平が立候補した。中井は，

同じく医師であり歌人でもあった中井コッフ（本名：謙吉）の三男として生ま

れた。宇和島中学を経て日本大学医学部に学び，千葉医科大大学院で医学博士

号をとった。戦前は東京で小児科医院を開業していた。戦後，宇和島に戻り，

父の後を継いだ。

そして，他の５人よりも半日遅れて立候補の届出をしたのが，東京在住の高

田厳であった。宇和島市出身の高田は八幡浜高校を卒業後，西宇和郡や八幡浜

市内で教鞭をとっていた。退職後，上京し民族派の政治活動に身を投じる。国

政選挙から各地の大都市の市長選まで立候補していた，いわば名物男であっ

た。

社会党，共産党は１９７１年の市議選で候補者がともに全員落選し，市議会に

１議席ももっていなかった。自民党と比較すると，地力で相当落ちた。史上最

多の６人の候補者という選挙戦ではあったが，実質的には従来どおりの保守系

有力２候補による一騎打ちの様相であった。選挙結果は，元代議士・元市長の

知名度で勝り，自民党市議１５名の支援を受けた山本の圧勝であった。

２度目の市長に就任した山本には，人口１５万人からなる大宇和島市構想が

あり，周辺自治体の編入を模索していた。これは，北宇和郡の各自治体が消極

的な中，１９７４年の宇和海村の編入合併という形で結実した。もう１つ，長年

にわたって宇和島市の懸案だったのは，水不足である。宇和島市では，これま

でしばしば断水を経験してきた。山本市長は須賀川ダム建設の着手にこぎつ

け，ダムは１９７６年４月に完成した。これにより，宇和島市は慢性的な水不足

から解放された。また山本市長も前市長同様の積極的な公共投資を行い，伊達
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博物館，闘牛場や市営丸山球場も，１９７４年に完成していた。

山本市長は市長選の前年の９月に，３選出馬を早々と表明した。一方，革新

陣営は，社会党・共産党・地区労・自治労で４者共闘を結成し，旧中川市長派

の保守系の人々も引き込み，反山本の「統一戦線」結成を目論んだ。市民の間

には，中川市長から山本市長にかわったとたん，市発注の公共事業の入札に成

功する土木建築業者が一変したとの噂が流布していた。このような事情が，「統

一戦線」の背景には存在した。この反山本陣営から白羽の矢を立てられたのが，

食品会社社長の佐藤晴男であった。佐藤は国民学校を卒業後，国鉄に機関士と

して勤務した。この間，国労役員も務める。１９５１年，２３歳のときに佐藤食品

工業所に入社し，同社社長の長女と結婚し，佐藤姓に変わる（旧姓石崎）。岳

父の佐藤徳造は１９５９年から３期，宇和島市議を務めていた。しかし，佐藤晴

男自身は，行政および政治経験はまったくなかった。出馬要請を受けた佐藤

は，公示２日前に決断し，立候補を表明した。出遅れと，知名度不足の佐藤

は，現職の強みをもつ山本の敵ではなかった。大差で山本が３選を決めた。し

かし，わずかな期間しか選挙運動にかけられなかったにもかかわらず，三好金

久が前回獲得した票を上回った佐藤は，善戦したともいえる。

山本市長は，引き続き活発な建設行政を進めた。地上６階の大規模新市庁舎

の建設に着手した。また，宇和島湾の埋め立てを目指し，漁協との間に漁業権

の補償交渉を成立させた。一方で，市の建設事業に関して，特定業者ばかりが

請け負っていることを問題視する市議，市民も出てきていた。こうした中，

１９７９年末に，宇和島市選出の県議・中畑義生が市長選への出馬を表明する。

中畑は，高等小学校卒業後，一代で土木業，砂利採集業などの事業を起こして

成功を収めた人物である。４６歳のときに，１９５５年宇和島市議選へ立候補する

と，いきなりトップ当選を飾る。４年後の５９年には県議選に立候補しこれも

トップ当選する。以来県議６期連続当選を果たす。そのうち５回はトップ当選

という成績で，選挙に無類の強さを発揮した。７０歳を超えて，初の市長選に

挑む決意を示したのであった。その中畑に遅れること１ヶ月して，現職の山本
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市長も４選出馬を表明する。こうして保守陣営が真っ二つに割れての激しい選

挙戦が開始されたのであった。

７０代の宇和島政界の長老２人に加えて，３２歳の渡辺亨も市長選立候補を表

明した。渡辺は都立目黒高校から東京大学法学部に進み，卒業後は小松製作所

に就職した。その後，愛媛３区選出で，大洲・八幡浜地域を主たる選挙地盤と

する毛利松平代議士の議員秘書をしていた。

革新陣営からは共産党の支援をうけて宇都宮久史が立候補した。宇都宮は東

宇和郡明浜町（現西予市）に生まれ，国民学校卒業後，広島通信講習所普通科，

四国普通通信講習所を経て，宇和島電報電話局に勤めた。そこで労働運動に熱

心に取り組んだ。選挙に出るのは，これが初めてであった。

選挙戦は，山本－中畑の事実上の一騎打ちであった。この２陣営の選挙運動

は，史上稀にみる激烈なものであった。告示前に，買収などの選挙違反で両陣

営から逮捕者が出る始末であった。選挙自体は，市議の大半の支持を受け，現

職の強みを生かした山本が大差で４選を勝ち取った。しかし，開票作業が始

まった直後に，両陣営の選挙運動の責任者が逮捕されるという異常事態になっ

てしまう。

その後も，山本市長自身が公職選挙法違反と収賄の容疑に問われた。また，

山本派市議２３名と，中畑義生自身および中畑派市議１名も選挙違反で起訴さ

れた。その他，運動員を含めると，山本派１０９人，中畑派１４８人という前代未

聞の大量起訴となった。さらに山本市長には，市の公共事業や清掃工場建設を

めぐって収賄容疑ももちあがる。それにもかかわらず，山本市長は当選後，８

ヶ月間，市長の椅子に居座っていた。しかし，批判の声に抗しきれず，１９８１

年１月８日，正式に辞任を表明した。山本派市議１４名も議員辞職した。残る

山本派市議９名と中畑派市議１名は居座りを決め込んだ。このため，出直し市

長選と同時に行われる市議補選は，１４の議席を争うこととなった。１４）

１９６０年～７０年代の約２０年間を，中川，山本が代わる代わる宇和島市長を務

めた。この間，２回あった中川・山本の直接対決を含め，つねに保守分裂の激
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しい選挙戦が繰り広げられた。一方でこの時期，近代都市建設のため，様々な

公共施設が宇和島市に建設された。しかし，その公共事業に関して，請負業者

と市政担当者との間で，疑惑をよぶような関係がつくられた。中川市政を「不

明朗市政」と批判して市長となった山本本人が収賄容疑に問われることによっ

て，それが一部明るみに出ることになった。保守分裂の激しい選挙戦の背後に

は，公共事業の受注にまつわる行政と業者の特殊な関係があったことが伺われ

る。

活発な公共事業と裏腹に，企業誘致は進まなかった。そのため６０年代の高

度成長期には，南予の中心都市でありながら宇和島市は人口流失に見舞われ

た。しかし，真珠やハマチなどの水産養殖業が民間主導で勃興し，７０年代を

通じて急成長を遂げた。水産養殖業は，宇和島市内ばかりではなく，隣接する

南宇和郡でも発達し，宇和島圏域全体を潤した。その中心都市として宇和島市

の人口は，７０年代には微増に転じるのであった。

２－３ 緊縮財政と衰退の兆し～菊池市政

現職市長および２４名の市議が公職選挙法違反で起訴されるという，宇和島

市はもとより，愛媛県史に残る事件の結果，市政再生をかけた出直し選挙が

１９８１年２月に行われることとなった。市長選への出馬が噂されたのは，まず

県議２期連続当選の土居幸治，同じく県議２期の三浦雅夫の自民党県議たちで

あった。さらに保守系からは，１９８０年５月から助役に就任していた柴田勲と

産婦人科医の今松徹の名があがっていた。今松は，衆院愛媛３区で通算５回当

選の元総務庁長官・今松治郎の甥にあたった。今松徹は，１９６７年の県議選宇

和島市選挙区に立候補するも，次点で落選を経験していた。そして，１９７６年

市長選に立候補していた佐藤晴男，同様に１９８０年市長選に立候補した宇都宮

久史の両者も出馬が取沙汰された。

この中，最も早く出馬を表明したのは，菊池大蔵であった。菊池は旧制宇和

島中学を卒業後，都立九段高校を経て東京大学経済学部に進学した。卒業後，
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いったんゼネラル物産に務め，１９６１年に家業の酒造会社の経営に携わるため

に宇和島に戻った。３６歳で出馬した１９６７年の市議選では青年会議所の成員の

支援によって，いきなりトップ当選を果たす。しかし，市議は１期かぎりで退

いた。１９７６年，１９８０年の市長選では，革新陣営から出馬の打診を受けていた。

次に出馬表明を行ったのが，三浦雅夫であった。戦前，陸軍士官学校に進ん

だ三浦は，戦後は市内で農業を営んでいた。１９６７年の市議選で，菊池大蔵と

ともに初当選する。４年後の統一地方選では県議選に鞍替えするも落選する。

しかし，７５年，７９年と県議に連続当選を果たしていた。現職自民党県議であ

る三浦は，出馬表明するとともに，自民党宇和島支部に推薦願を提出した。

この三浦の出馬表明を受け，同じ県議の土居幸治は立候補を見送る方向に傾

いた。同様に，助役の柴田勲も立候補を見送る決意を固めた。当初，保守系の

最有力候補と目されていたのは，他ならぬ柴田であった。しかし，白�春樹知

事の斡旋による山本友一・中畑義生両者の手打ちが最終的に失敗し，保守系候

補の一本化の目処が立たなくなると，柴田は出馬の意欲をなくしたのであっ

た。候補者調整をうまく進めることのできなかった自民党県連宇和島支部は，

総務会を開き，支部４役および総務会の成員１２０名の辞任が取り決められ，市

長選は自主投票との決定がなされるのであった。

その他に保守系で出馬を噂されていた今松徹は，すでに出馬表明した菊池・

三浦の両人が，叔父の今松治郎代議士派であったこともあり，今回は見送るこ

とを表明した。

社会党，共産党などの革新陣営は，これまで２回の市長選で，菊池大蔵に出

馬を打診してきた経緯から，菊池推薦を視野に入れていた。しかし，立候補表

明後の菊池は，社共両党と距離をおく姿勢を示し，ついには保守系無所属とい

う立場で立つことをあきらかにする。困惑した社共両党は，他の革新統一候補

擁立の道も模索し，宇都宮久史の名前もあがった。しかし，次第に市議補選に

おける自党候補者の選挙に，それぞれ力を注ぐという方向に落ち着いていっ

た。
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こうして，多くの人間の名前が市長選候補者としてあげられる中，菊池－三

浦の２人にしぼられたかのようにみえた。その時，告示５日前になって，突

如，藤田訓啓が立候補を表明した。藤田は，元県議で１９６３年の市長選にも立

候補した藤田定吉の実子である。同志社大学経済学部を卒業後，大王製紙に勤

務していた。４４歳で総務部長になった後，兵庫パルプ工業取締役に転出して

いた。高校卒業後は宇和島を離れていたのだが，急遽兵庫からもどり支援者と

の会談に臨んだ。逡巡の結果，告示間際の出馬となったのであった。

選挙戦で優位に立っているとみられたのは，菊池である。出身の青年会議

所，商工会議所の若手などが支援し，愛媛３区選出の毛利松平代議士の後援会

組織や土居県議も協力する体制をつくった。また市議４名を擁する公明党の

他，社会党，地区労の支持も得て，組織的には大きく他の候補者に差をつけ

た。さらに，東大卒という「知性派」の看板は，「市政刷新」を望む市民層の

期待を集めた。

三浦は，出身母体の農協をはじめ，漁協など第１次産業従事者を中心に草の

根選挙をすすめた。自他ともに出遅れとされていた藤田陣営は，父の藤田定吉

の支持者や出身の九島を中心に，短期決戦で巻き返しをはかった。また，愛媛

３区選出の元代議士・阿部喜元の後援会組織も藤田支援で動いた。

開票が始まると，３者がならぶ大接戦となった。最終的には，わずか４３４票

の差を三浦につけて，菊池が当選した。それだけ，三浦・藤田の両候補の追い

上げが激しかったということである。最後は，組織力のちがいがものをいう結

果となった。

菊池市長は，財政の健全化や職員採用および人事の公正化を掲げ，宇和島の

新生に向けて出発した。緊縮財政の中，菊池市長は１期目の任期中に，懸案

だった清掃工場と廃棄物最終処分場の建設を成し遂げたのであった。

１９８５年に予定される市長選に向けて，現職の菊池市長と前助役の柴田勲が

立候補する構えをみせた。柴田は，宇和島商業を卒業後，宇和島市役所に入

る。財政課長，総務部長などを歴任し，山本市政の４期目に助役に就任した。
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就任したとたん，山本市長が選挙違反および収賄の容疑で起訴されるという市

政の混乱状態に直面する。その中で，市長職務代理者として市政運営にあたっ

た。その後，出直し選挙で当選した菊池市長の下でも助役を務めた。しかし，

菊池市長の下で２年３ヶ月たったところ（１９８３年５月）で，柴田は助役を辞

任していた。自民党宇和島支部は一本化の調整に入ろうとした。しかし，柴田

がこれを拒否し，両陣営は，１９８４年末から実質的な選挙戦になだれこんで

いった。

菊池は自民党の推薦を受け，宇和島市選出の３自民党県議と１７市議に支援

を受け，前回よりも保守色の濃い布陣となった。菊池市長は前回市長選で，市

内の若手経営者などの支持を受けて当選した。山本・中畑に代表される旧勢力

は退場を余儀なくされた。しかし，元市議や市職員の退職者などの旧勢力は柴

田を推した。また前回，菊池支持で動いた公明党が，柴田支持に回った。同じ

く前回菊池支持の社会党は分裂し，宇和島自動車労組は菊池支持，柴田の実兄

である社会党市議の秋月正之と官公労は，柴田を支援した。

結果は，保守勢力の固い組織と「清潔」な市政を支持する市民層の支持を集

めて，柴田市長が９千票の大差でもって再選を果たした。

混乱を極めた宇和島市政を引き継いだ菊池市長は，それまでの公共事業推進

の体制からうってかわって緊縮路線をとった。市職員数の削減にも取り組ん

だ。その背景には，１９８０年代が，国の旗振りで地方行革が進められた時代で

あったということもある。また，企業誘致が進まなかった宇和島市では，税収

の伸びが期待できなかったという事情もあった。そうした緊縮策をとっても，

清掃工場などの必要不可欠な施設建設があったため，公債依存度は高まるばか

りであった。この時，頼みの水産養殖業も魚価の低迷などで翳りがみえるよう

になった。それとともに，１９８０年代初めから人口が再び減少に向かうように

なった。宇和島市は，あきらかに衰退への道を�りだしたのであった。
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２－４ 人口減少と水産業の翳り～柴田市政

１９８８年９月，産婦人科医の今松徹が，翌年の宇和島市長選に出馬すること

を表明した。今松は１９８２年の出直し市長選時にも立候補が取沙汰された。今

回，初めての出馬表明となった。翌日，現職の菊池市長が，市議会で質問に答

える形で３選出馬を表明した。両陣営は，自民党県連に対して推薦願いを提出

した。自民党宇和島支部は，今松推薦を決議する。しかし，これに菊池系市議

が反発する事態となった。こうして，またもや保守分裂の抗争がはじまりそう

な気配が漂った。その最中，突如，今松が東京で飛び降り自殺をはかり，重体

となる事件が発生した。この事件を契機に，保守陣営は菊池一本化の方向に

至った。

保守が一本化したため，菊池市長の無投票３選の観測もながれた。しかし無

投票３選に反対する共産党と共産党系の市民団体は，１９８９年の１月に入って

から「宇和島市政をよくする市民の会」を立ち上げ，市長候補として坂尾真の

擁立を決定した。坂尾は，宇和島東高校から中央大学へ進学した。中大卒業後，

１９７６年に宇和島の民主商工会に入った。立候補時には民商事務局長を務めて

おり，４０歳であった。坂尾の実父である坂尾重夫は，社会党愛媛県連副会長

を務めたことがあり，１９５９年の宇和島市議選において無所属で当選してい

た。

こうして保守－革新の一騎打ちかとみられた選挙戦の告示前日に，前回市長

選で敗れた柴田勲が急遽，立候補を表明した。選挙は三つ巴となった。菊池市

長の陣営には，中畑保一，中川鹿太郎という宇和島市選出の両自民党県議がつ

き，さらに１３名の自民党市議も支援した。これに対し，反菊池派の自民党市

議９名が中心となって，柴田を担ぎ出したのであった。前回市長選で柴田を支

持した公明党は，今回は自主投票に転じた。柴田の実兄の秋月社会党市議は柴

田支援で動いたものの，社会党自体は自主投票で臨んだ。

選挙戦は終盤に入っても，現職の有利という見方が大勢を占めていた。しか

し，これが菊池陣営の緩みとなった。一方の柴田陣営は，反菊池票を懸命に掘
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り起こした。ふたを開けてみると，大番狂わせで柴田の当選であった。５６８票

差という僅差での決着であった。優勢を伝えられた菊池の選挙活動が上滑りし

た上，水産業の低迷や人口の減少が続く中で，柴田の「市政の流れを変えよう」

という訴えが，保守浮動層に響いたのではないかとされた。

１９９３年１月の市長選は，早くも前年の６月に柴田市長が再選出馬を表明

し，自民党・民社党は推薦，公明党は支持を打ち出した。市内の各種団体も柴

田を支持し，磐石の態勢を築いた。その結果，無投票で柴田の再選が決まっ

た。市長選において，有力な保守系候補同士が激突することが多い宇和島市で

は，この市長選が今のところ唯一の無投票当選となっている。

つづく１９９７年の市長選には，三浦雅夫が立候補した。三浦雅夫は１９８１年の

出直し市長選で惜敗して以後，１９８３年の県議選で再び落選を経験する。８７年

県議選で雪辱を果たすも，９１年，９５年と連続して落選していた。今回，実に

１６年ぶりの市長選出馬となった。市議に初当選して以来，通算１０回目の選挙

であった。

柴田は，前回同様，自民党・公明党の支援を受け，市内の各団体からの支持

も集めた。一方の三浦は，立候補表明が選挙の１ヶ月半前と出遅れた。さらに，

県議選でも落選続きの７０歳の候補者では，新鮮味に欠けた。現職有利の下馬

評の中，市民の関心は低く，低調な選挙戦に終始した。投票率は，過去最低

だった８年前の市長選を２３ポイントも下回り，５０．２％と，宇和島市長選史上

最低を記録した。結果は，大差で柴田市長の３選であった。

柴田市長も，菊池市政と同様に，緊縮財政と行政改革路線を進めざるを得な

かった。柴田市政下で新たに健全化が目指されたのが，市土地開発公社と宇和

島住宅協会の不良債務１６０億円であった。柴田市政は，「公債費負担適正化計

画」「財政健全化計画」など，財政再建にあけくれ，市職員数の削減も進めた。

ちなみに，柴田市長と同時期に，同じ南予の八幡浜市政を担ったのは吉見弘晏

（在任：１９９１年４月～１９９９年４月）であった。吉見市長は，収益性に疑問のあ

る観光開発や，必要性の薄い余暇施設の建設のために市の資金を振り向け，
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いっそうの市財政悪化を招いた。１５）このような八幡浜市政と比較すると宇和島

市では，はるかに強い危機感がもたれて，財政再建への取り組みがなされてい

たようにみえる。だが不幸なことに，柴田市政の３期目の１９９４年に，アコヤ

貝の大量斃死が南宇和郡内海村で起こるという事件が発生した。その後，大量

斃死は宇和海全体に広まり，宇和島市の真珠生産も大打撃を受けることになっ

たのである。地域全体の疲弊が進んでしまった。

２－５ 財政再建と市町村合併～石橋市政

柴田市長は３期限りでの引退を表明した。２０００年代の宇和島市長を決める

２００１年１月の市長選には，石橋寛久，中川鹿太郎，浦瀬明の３人が立候補し

た。石橋は，宇和島東高を卒業後，北海道大学に進んだ。大学卒業後，総合商

社に入社し，海外勤務の経験も豊富にもった。その後，家業を継ぐために宇和

島市へ帰郷した。１９９５年に宇和島市議選に立候補し，初当選を飾り，９９年に

も再選されていた。石橋は，宇和島市選出の自民党県議・仲田中一や自民党市

議団から支援を受け，加戸知事も支持を表明した。さらに，連合愛媛の推薦を

受け，選挙体制づくりで優位に立った。

これに対する中川鹿太郎は，宇和島市長であった中川千代冶の実子である。

５０歳の石橋に対し，５１歳の中川も，同時期に宇和島東高で学んでいる。同校

卒業後，南カリフォルニア大で学んだこともあった。政治経験は石橋よりもは

るかに豊富で，早くも２５歳で宇和島市議に初当選している。市議２期連続当

選した後，山本市長辞任にともなう出直し市長選と同時に行われた県議補選で

無投票当選で県議となる。以後，この補選を含めて県議６回連続当選を果た

す。この間，戦後生まれとしては初めての県議会議長に就任し，自民党県連の

幹部の１人となった。しかし，現職の伊賀貞雪知事と新人の加戸守行に，保守

が分裂して争われた１９９９年の県知事戦において伊賀知事の支援にまわり，自

民党県議団から離脱することになる。この市長選に，県議を辞任して臨んでき

た。
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浦瀬明は，宇和島東高卒業後，宇和島市役所に入った。市役所では企画調整

課長，産業部長などを経て助役に登り詰めていた。そして，中畑保一県議と保

守系無所属市議の支援を受けて，市長の座を目指したのであった。

民間出身の石橋，政治家人生を歩んだ中川，行政一筋の浦瀬と，三者三様の

候補者による三つ巴の選挙戦となった。石橋は「変えよう宇和島」を掲げ，争

点となった市立宇和島病院改築問題に関しては，市内中心部または現在地での

改築という方針を示した。中川は産業振興を説き，市立病院に関しては移転含

みの立場であった。浦瀬は４０年間の市職員として行政経験をもとに「歴史文

化のまちづくり」を掲げた。

選挙は接戦となった。最後は，石橋が抜け出し，初当選を飾った。石橋は他

の２人よりも優勢な支援体制を得られたことと，変革を求める宇和島市民に民

間出身の経歴と若さが好意的に受け入れられたことなどが勝因となったとされ

ている。

石橋市長は，財政再建に取り組み，各種の財政指標を改善させる実績を残し

た。また，市立宇和島病院の改築に関しても，公約どおり現在地での改築に道

筋をつけた。一方，すでに述べたように，宇和島市・津島町・吉田町・三間町

の合併協議は曲折を経ることになった。最大の問題は津島町側の姿勢であっ

た。合併協議が行われている最中に，津島町は町の建設事業を急拡大し，財政

調整基金を使い切るかのような動きをみせた。１６）この津島町の施策に対し，石

橋市長は疑念を顕わにし，合併協議会からの離脱を表明した。合併の核となる

宇和島市の離脱表明の結果，２００４年６月以降，合併協議会が休止状態に陥る

しかなかった。愛媛県は，市町村合併を強力に推進しており，宇和島市の合併

協議会離脱は，県側の不興を買ったとされる。宇和島市と愛媛県の関係悪化が

取沙汰されることとなった。

２００５年１月，石橋市長の任期満了にともないに市長選が行われることと

なった。合併協議会離脱後，宇和島市はそれに復帰し，２００５年８月に１市３

町の新設合併によって新市が誕生することが決まっていた。このため，この市
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長選はわずか８ヶ月ほどの在任期間の市長を決めるための選挙となった。この

選挙に中川鹿太郎が再度挑んできた。中川は，初めての落選を経験した前回市

長選以降，次の市長選をにらんで宇和島駅前で辻立ちをするなど，早くから準

備を進めてきた。また中川は，閉塞感漂う石橋市政下の宇和島に対し，積極的

な市政の展開を訴え，中畑保一県議と市議８人の支援を得た。また産業振興を

掲げる中川を，市内７漁協も支持した。

これに対して現職の石橋市長は，自民党宇和島支部の市議８人から支援さ

れ，連合愛媛および民主党も石橋支持で動いた。石橋は，中川とは反対に，費

用対効果を考えた事業選別による堅実路線を訴えた。合併問題を契機とした県

との関係悪化が響いたのか，前回石橋支持だった加戸知事および仲田中一県議

は，今回は中立的な立場に回った。

選挙は，停滞する宇和島経済への不満をもつ層に支持を広げた中川の優勢に

進んでいるかにみえた。しかし，財政再建の実績を訴える現職市長が，最後は

地力を発揮して再選を勝ち取った。

２００５年８月，宇和島市は，吉田・三間・津島の３つの町と対等合併し，新

宇和島市が誕生した。「平成の大合併」としては，愛媛県内で最後の合併となっ

た。この合併にともない，新市長を選出するための市長選が行われることに

なった。ほぼ同時期に，郵政民営化の可否を巡って衆議院が解散されており，

宇和島市では，新市長選，新市議選，衆院選のトリプル選挙として執り行われ

ることになった。市長選では７ヶ月前と同様に，旧市の市長だった石橋が立候

補するとともに，前回惜敗した中川鹿太郎も３度目の挑戦を表明する。石橋市

長は，自民党宇和島支部の前市議の大半と旧三間町長の太宰仁三に支援された

上，前回同様連合愛媛と民主党愛媛県連の推薦も受けた。一方の中川陣営に

は，７ヶ月前の市長選と同じく，漁協関係者がついた。停滞する宇和島経済の

活性化を掲げ，緊縮財政をとってきた石橋市政を批判した。

石橋・中川の両名に加えて，宇和島市議だった椙山義将が遅れて立候補表明

したため，三つ巴の市長選となった。椙山は，宇和島東高を卒業後，上京して
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東京経済大に進むが中退する。その後，東京での会社員生活を経験し，１９８１

年に宇和島市に戻り，新聞販売所長となる。１９９１年に宇和島市議会に初当選

し，以後４期連続当選を飾る。３者の中では一番若い５２歳であった。椙山の

出馬は遅れ気味だった。しかし，愛媛４区選出の自民党代議士・山本公一が椙

山を支援した。さらに，前津島町長の赤松伝雄および北宇和郡選出の自民党県

議・高山康人も椙山支持で動いた。県との関係悪化がいわれる石橋市長に対

し，代議士，県議の支援を受けた椙山は，「国や県とのパイプ」を強調した。

石橋は現職の強みを発揮し，中川に３千票あまりの差をつけて新市の初代市

長となった。中川にとっては，椙山の出馬により，石橋批判票が分散してし

まったことが響いた。

石橋市長は，菊池・柴田と行われてきた緊縮財政路線を受け継ぎ，財政再建

を最優先させ，着実に改善の方向へもっていった。懸案となっていたのが，九

島架橋とごみ焼却場建設であった。ごみ焼却場は，候補地周辺の住民の反対が

強く進展がみられずにいた。島民の悲願とされた九島架橋は，架橋とともに島

内に廃棄物最終処分場を建設する計画で，住民の理解も得られていた。しか

し，折からの公共事業抑制の波の中で，国や県に実現への動きが見られずにい

た。島民千人の島への架橋に，総事業費６０億円以上が見込まれる事業に対し

ては，市民の間にも疑問の声があり，次期市長選の争点の１つとなっていっ

た。

２００９年８月の宇和島市長選も，市議選・衆院選とのトリプル選挙となっ

た。新市の市長再選を目指す石橋市長は，早々に立候補表明をし，自民党宇和

島支部および中畑・高山・毛利・赤松の宇和島市・北宇和郡選挙区選出の自民

党４県議１７）の支援に加え，各種業界団体の推薦も得て，圧倒的に有利な選挙

態勢を組んだ。これに対し，武田元介が市長選出馬を表明した。武田は，宇和

島東高を卒業後，岡山大に進む。大学卒業後，食品製造業の加ト吉に入社し

た。その後，家業の食品製造会社を継ぐために宇和島に帰郷する。それと同時

に青年会議所の活動に参加し，１９９４年には宇和島青年会議所理事長に就任し
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ていた。４８歳の武田は，青年会議所 OBなどに支援され，市役所の行政改革

を第１の公約に掲げた。職員給与の見直しや市長退職金の削減に言及して，選

挙戦を戦った。

そこにもう１人，石橋に３度敗れた中川鹿太郎が，告示直前の７月になって

急遽，立候補を表明した。こうして，石橋と中川の顔合わせによる４度目の選

挙戦が行われることになり，また前回に続いての三つ巴の選挙戦であった。し

かし衆目の見るところ，実質的には石橋－中川の一騎打ちであった。石橋は財

政再建などの実績を強調し，懸案の九島架橋には早期着工を目指すという立場

をとった。中川は，産業振興・企業誘致を公約に掲げ，九島架橋については優

先度が低いとして，見直しという立場であった。結果は，突然の立候補の中川

に対し，準備を重ねてきた石橋の勝利であった。背水の陣の中川は，「４度目

の正直」がならなかった。中川が立候補した４回の市長選の中で最大の約６千

票差をつけられての完敗であった。

石橋市長は，誰が市長になっても難しい時期に，その地位に就いた。その中

で，財政再建に実をあげてきた。しかし，行革を進めれば，市の貴重な雇用が

減少し，公共事業の削減も地域経済を冷した。こうした二律背反的な状況の中

で，石橋市長は市政の舵取りをせまられたのであった。石橋市長の対立候補と

して４度市長選に立候補した中川鹿太郎は，対照的に積極財政と開発路線を掲

げて市長選を戦った。しかし，市民は４度とも石橋市長の堅実路線を支持した

のであった。

３ 宇和島市議会

保守的とされる南予に存する宇和島市議会の特徴は，保守合同直前の１９５５

年と，市町村合併の直後の２００５年の市議選を除いて，つねに保守政党の公認

候補が数多く当選を果たしてきたことである。そのため，人口１０万人以下の

都市としては，きわめて例外的に政党化が進んだ市議会となってきた。

すでに述べたように，宇和島市議会史上最大の事件は，１９８０年の山本市長
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と中畑義生が争った市長選にからんで山本派市議２３名と中畑派市議１名が選

挙違反で起訴されたという事件である。起訴された市議のうち１４名が議員辞

職し，１名が県議補選に回ったため，合計１５議席を争う市議補選が１９８１年２

月に行われた。この補選は１８名が立候補して争われた。保守系の候補者は，

さすがに自民党公認での立候補がはばかられたのか，１６名全員が無所属で出

馬した。それに加えて，社会党，共産党が１名ずつ候補者を擁立した。社共両

党の候補者は当選を果たし，両党とも現有議席を１から２に増加させた。一

方，保守系は，補選を契機に世代交代が進んだ。しかし，保守系で当選した

１５名中６名は建設業者であった。

自民党が圧倒的に強かった宇和島市議会において，社会党・共産党の革新勢

力の議席はわずかな数にとどまった。１９５１年に，社会党公認市長が宇和島市

に生まれていたのにもかかわらず，市議会に社会党が初議席を得たのは，なん

と１９５９年のことであった。議席数としては，常に公明党の後塵を拝し，時に

は共産党以下となることもあった。現在は，１議席を維持するのがやっととい

う党勢である。

共産党は，戦後第１回の市議選で１議席を獲得している。しかしその後，空

白期間をつくる。１９５９年に議席を再び奪取し，１９８１年の出直し市議選をきかっ

けに２議席に議席数を増やし，１９９９年までそれを維持した。現在は１議席の

西 暦 ４７ ５１ ５５ ５９ ６３ ６７ ７１ ７５ ７９ ８３ ８７ ９１ ９５ ９９ ０３ ０５ ０９

定 数 ３０ ３０ ３２ ３６ ３０ ３０ ３０ ３３ ３３ ３０ ３０ ２８ ２８ ２７ ２５ ３０ ２８

愛媛民主党 １５

自 由 党 １ １２ ５

自由民主党 １６ １２ １８ ２０ ２３ ２１ １５ ２０ １４ １７ １２ １６ ５ １６

社会（社民）党 １ ２ １ １ ２ ２ １ １ １ １ １

公 明 党 ３ ３ ３ ４ ４ ４ ４ ３ ３ ３ ３ ４ ３

共 産 党 １ １ １ １ １ １ ２ ２ ２ ２ １ ２ １ １

無 所 属 １３ １８ ２７ １８ １２ ７ ７ ５ ６ ７ ２ ８ ６ ８ ３ １９ ７

表７ 宇和島市議会議員選挙の党派別当選者数
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獲得に留まっている。

公明党は，他の自治体と同様に，１９６３年に初めて市議会に進出した。この

時，社会党・共産党を上回る３議席をいきなり獲得し，以後，３～４議席を着

実に得ている。

２００５年，宇和島市・吉田町・三間町・津島町が合併した。先行して市町村

合併した愛媛県内の自治体では，市議らの在任特例が市民の批判を呼び，市議

会が自主解散に追い込まれる事例もあった。こうした事情もあり，宇和島市で

は在任特例を適用しないこととした。議員の定数は，旧宇和島市２５名，旧津

島町・旧吉田町・旧三間町が各１６名で，合計７３名であった。合併後の新市の

定数は３０名と定められ，半分以下に減ることとなった。また，選挙区制を用

いず，全市１区での選挙が行われた。当選者を旧自治体別に見ると，旧宇和島

市１７名，旧津島町６名，旧吉田町５名，旧三間町２名が当選を果たした。

新市第１回目の市議選では，自民党公認で立候補する候補者が大幅に減っ

た。これは今治市でもみられた現象である。しかし，今治市とは異なり，新市

２回目の市議選では，自民党公認候補が急増し，定数２８名中１６名を自民党市

議が占めることとなった。しかも，この市議選は民主党が政権交代を果たした

総選挙と同時におこなわれている。自民党王国・宇和島の面目躍如といったと

ころであろうか。

４ 結：名望家による土建行政から実務家による財政再建路線へ

宇和島市長選の特徴は，無投票で当選が決まったことが１度しかなく，さら

に現職市長に対する立候補者が共産党公認（または推薦）候補１名のみという

実質的な信任投票が１度もなかったことである。１８）さらに，現職市長５名（国

松福禄・中村純一・中川千代冶・山本友一・菊池大蔵）が落選の苦汁を嘗めて

いるということからも，常に激しい選挙戦が行われてきたということがうかが

われる。１９）

この宇和島市の市政は，１９８１年の山本友一市長の収賄・選挙違反による辞
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任以前と辞任以後とに，大きく分けることができる。前期の国松福禄・中平常

太郎・中村純一・中川千代冶・山本友一という歴代市長たちは，中村を除いて

戦前から宇和島市および北宇和郡の政界・経済界で活躍してきた地方名望家た

ちである。中村純一の場合，自身は戦前において中央省庁で活躍していた。し

かし中村も，戦前の宇和島市長だった高畠亀太郎と血縁関係があり，宇和島の

名望家に連なるものであった。

前期の宇和島市政では，南予の中心都市にふさわしい近代都市建設が志向さ

れ，様々な公共事業が行われた。それと比較して，工場誘致は遅々として進ま

なかった。狭い土地，水不足，市場からの距離など，数々の地理的な悪条件も

災いした。しかし，広い四国西南部を商圏とする第３次産業と急成長した水産

養殖業が，この時期の宇和島市を支えた。一方，盛んに行われた公共事業は，

市長周辺と建設業者との間に特殊な関係をつくり出した。保守分裂の激しい市

長選が展開された要因の１つに，この建設業界と市長（候補）とのつながりを

指摘することができよう。こうしたことが白日の下にさらけだされたのが，

１９８１年市長選だった。

後期は，菊池大蔵・石橋寛久といった民間出身の Uターン組と市役所の叩

き上げの柴田勲が市長になっている。前期の名望家市長たちとは打って変わっ

た出自の市長たちが市政を担った。中川鹿太郎の４度の挑戦が，石橋寛久に

よって撥ね返されたため，宇和島市に２世市長は誕生しなかった。しかし一方

で，中川千代冶市長－中川鹿太郎県議，中畑義生県議－中畑保一県議，山本友

一市長（県議・衆院議員）－山本公一衆院議員（県議）といった親子関係にみ

られるように，宇和島市選出の有力政治家に世襲の者が輩出している状況があ

り，政治エリートの特定の家系への固定化の兆しもみえる。

前期と後期とでは，市政の基本路線も大きく変化した。菊池市政以降の宇和

島市の最重要政策課題は財政再建であり，前期とは一転して緊縮財政と行政改

革が基調となった。第１次産業の低迷し，人口が減少する中で，３代の市長に

よって市政の建て直しが進められた。この間の努力によって，財政再建には一

伝統的消費都市の政治 １３１



定の成果が得られた。しかし，上向く気配のない第１次産業，「煙突のない街」

と称される製造業の現状，圏域全体の疲弊による第３次産業の衰退には，打開

の糸口すらつかめぬ状況である。

これまでの宇和島市は，自他ともに認める南予の中心都市，四国西南部の牽

引役であった。しかし，産業の衰退により，その優越的な地位は揺らいでい

る。高速自動車道の整備は，宇和島市に人を呼び込むことにはつながらず，む

しろ購買力や人口の流出に拍車をかけることが予想される。こういう状況の中

で，過大な投資に走らず，堅実な市政運営を続けてきた８０年代以降の歴代市

長の政策は，正しい選択であったといえよう。今後は，歴史，風土，伝統行

事，伝統食などを生かし，身の丈にあったまちづくりを行うことによって地方

の一小都市として存在していくことを模索する時期なのではないだろうか。

注

１）『宇和島市誌 上巻』P．３６８
（ママ）

２）「宇和島市を単的にあらわすことばとして，「煙突のない町」といわれてきた」（『宇和島

市誌 上巻』P．５５８）
３）「宇和島の商業経済圏は，宇和島市を中心として，東宇和郡南部・北宇和郡・南宇和郡

にわたる南予の大部分と，さらに高知県南西部におよぶ広範囲な地域となっている」（『宇

和島市誌 上巻』P．５６８）
４）鬼北地域は，三間町・広見町・松野町・日吉村を指し，宇和島市の鬼が城山の北の地域

という意味から発した名称である。

５）井上源一の戦前の市長時代に関しては，川東�弘『高畠亀太郎伝』P．１２６～１２７および
P．１４８～１４９，『宇和島市誌 上巻』P．２６８～２７１参照。
６）中川鹿太郎は，戦前の第１回宇和島市会議員選挙に当選して以来，連続４期務め，市会

議長にも就任した憲政会－民政党系の政治家。

７）第１回参議院選挙 地方区（愛媛県）１９４７年４月２０日（投票率６１．６％）

当 久松 定武（愛媛民主党） ２０４，７８０票

当 中平常太郎（社会党） １０１，１５５票

梶原 計国（救国社会党） ４１，１１６票

山口 乾治（無所属） ３７，５８０票

松本新八郎（共産党） ２４，００８票

高岡 福重（愛媛民主党） １６，１５２票
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８）愛媛県知事選挙 １９５１年４月３０日（投票率８８．７２％）

当 久松 定武（無所属） ２８０，８０９票

佐々木長治（自由党） ２７８，１６８票

青木 重臣（自由党） １４７，８６４票

９）高畠亀太郎に関しては，川東�弘『高畠亀太郎伝』参照のこと。１９５５年市長選への高畠
擁立工作に関しては，同書 P．３１３～３１４に記述がある。

１０）中村純一の衆院選（愛媛３区）結果

第２３回 １９４７年４月２５日（投票率７０．３％－県全体）

当 井谷 正吉（社会党） ３２，９３９票

当 高橋 英吉（自由党） ３２，８４１票

当 明礼輝三郎（自由党） ２２，４５６票

布 利秋（民主党） ２１，８５８票

薬師寺岩太郎（自由党） ２０，９４４票

中村 純一（民主党） １９，９８８票

青木 繁吉（国民協同党） １３，３０５票

上木 即審（自由党） ９，６２０票

若松 齢（共産党） ６，０６７票

梶田 広貞（愛媛民主党） ２，９６８票

松山 武文（無所属） ２，２９０票

第２４回 １９４９年１月２３日（投票率７６．４％－県全体）

当 高橋 英吉（民主自由党） ３７，８０２票

当 薬師寺岩太郎（民主自由党） ３５，４１０票

当 中村 純一（民主自由党） ３０，８５９票

明礼輝三郎（民主自由党） ２５，４４５票

井谷 正吉（社会党） ２３，８６０票

渡辺 百三（民主自由党） １９，３５７票

布 利秋（民主党） １３，３７９票

清水 省三（共産党） ９，４３４票

中川千代冶（民主党） ７，６８４票

梶原 計国（国民協同党） ３，１１０票

第２５回 １９５２年１０月１日（投票率８０．６％）

当 今松 治郎（自由党） ４７，００９票

当 高橋 英吉（自由党） ３５，４７７票

当 明礼輝三郎（自由党） ３４，８０７票
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井谷 正吉（左派社会党） ３４，１９４票

薬師寺岩太郎（自由党） ２９，１９３票

中村 純一（自由党） ２４，３６５票

毛利 松平（改進党） １６，１６８票

清水 省三（共産党） ２，８４５票

清水 栄（協同党） ２，５０９票

１１）山本友一の衆院選結果

第２６回 １９５３年４月１９日（投票率７９．４％）

当 井谷 正吉（左派社会党） ５２，９２１票

当 山本 友一（自由党） ４５，９２５票

当 高橋 英吉（自由党） ４０，３９６票

今松 治郎（自由党） ３８，３９４票

明礼輝三郎（自由党） ３４，９４１票

毛利 松平（改進党） １２，０１０票

第２７回 １９５５年２月２７日（投票率７９．５％）

当 今松 治郎（民主党） ５６，０８４票

当 山本 友一（自由党） ４０，５１８票

当 井谷 正吉（左派社会党） ３８，２５４票

毛利 松平（民主党） ３５，５６５票

高橋 英吉（民主党） ３１，３２２票

山田正太郎（無所属） ２７，０７１票

第２８回 １９５８年５月２２日（投票率８６．５％）

当 高橋 英吉（自民党） ５３，８９６票

当 毛利 松平（自民党） ５３，２９８票

当 今松 治郎（自民党） ４９，９１６票

山本 友一（自民党） ４９，６１２票

井谷 正吉（左派社会党） ３７，３３０票

阿部 喜元（無所属） ７，０４３票

岩井 元佑（共産党） １，０３１票

清水 栄（革新自由民主党） １４３票

１２）今井琉璃男によれば，「三区でも山本友一は自民党幹事長益谷英次，佐藤栄作らに説得

されて再出馬を断念し，事業に専念すると表明した」（今井，P．１８１）というような事情が
あったという。

１３）松山市では，３選した市長の黒田政一が，１９６３年に宇都宮孝平に敗れ，６７年に返り咲
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きを狙って立候補するも落選している。西条市では変則的であるが，１９５１年に文野俊一郎

を退けた岡本達一が，１期あけて５９年に立候補するも文野に敗れて落選する。文野死去

にともなう同年１２月の市長選に返り咲きを狙って立候補するも再度落選している。

１４）現職県議の三浦雅夫が出直し市長選に立候補するため，県議を辞職した。それにともな

い，県議の宇和島市選挙区では，同時に補選が行われることになった。この県議補選に現

職宇和島市議の中川鹿太郎が立候補するため，市議を辞職した。結局，市議補選は１５議

席を争うことになった。

１５）吉見市政に関しては，拙稿「港湾都市の政治」P．１７３～１７４参照。
１６）真珠販売の不振で経営難に陥った津島町下灘漁協が，愛媛県信用漁協連合会から１４億

円を借り入れようとした。連合会は貸し出しの条件に津島町の損失補償を要求した。これ

が，合併協議会で新市への借金持ち込みと受け取られるという一幕もあった。

１７）「平成の大合併」にともなう市町村域の変更と定数是正のため，２００７年の愛媛県議会議

員選挙は，大幅に選挙区割りを再編した上で行われた。宇和島市（定数２）は，北宇和郡

（定数２）と合区され，定数４となった。宇和島市選出の現職県議２人のうち，仲田中一

は引退して立候補しなかったため，旧宇和島市からは中畑保一のみの立候補となった。旧

北宇和郡からは，現職の赤松泰伸・高山康人の両名とともに，前回落選していた元職の毛

利修三が立候補した。結局，他に立候補者がいなかったため，無投票でこの４名が当選し

た。

１８）松山市長選と新居浜市長選は，これまで無投票だったことはない。しかし，松山市は５

回，新居浜市は３回，実質的には現職市長の信任投票というべき選挙があった。

１９）愛媛県内の主要都市で，宇和島市に次いで現職市長の落選の多い市が，今治市（山本幸

助・田坂敬一郎・羽藤栄一・越智忍）と八幡浜市（魚本義若・平田久市・吉見弘晏・高橋

英吾）で，それぞれ４名いる。しかし両市とも，それ以外では無風状態の市長選も多く，

今治市は無投票で当選者が決まったことが３回，実質的な信任投票が３回ある。八幡浜市

では無投票の市長選８回を数える。
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付１．宇和島市長選の記録

第１回 １９４７年４月５日（投票率７４．７％）

国松 福禄（自由党） ６，２５６票

中川千代冶（自由党） ５，３６９票
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清家 栄（社会党） ２，９４０票

井上 源一（自由党） ２，８６７票

第１回 決選投票 １９４７年４月１５日（投票率６３．９％）

当 国松 福禄（自由党） ７，９０４票

中川千代冶（自由党） ７，８９９票

第２回 １９５１年４月２３日（投票率９５．２％）

中平常太郎（社会党） １０，１４４票

国松 福禄（自由党） ９，４３５票

佐々木 饒（自由党） ８，７０３票

第２回 決選投票 １９５１年５月６日（投票率８５．７％）

当 中平常太郎（社会党） １４，８６９票

国松 福禄（自由党） １０，９９３票

第３回 １９５５年４月３０日（投票率９１．４％）

当 中村 純一（無所属） １７，１２７票

中川千代冶（無所属） １５，５２２票

第４回 １９５９年４月３０日（投票率８７．８％）

当 中川千代冶（無所属） ２２，５６１票

中村 純一（自民党） １３，２０２票

第５回 １９６３年４月３０日（投票率９２．５％）

当 中川千代冶（無所属） １９，７２４票

藤田 定吉（無所属） １７，２５０票

第６回 １９６７年４月２８日（投票率９１．８％）

当 山本 友一（自民党） ２０，９８３票

中川千代冶（無所属） １７，６２１票

第７回 １９７１年４月２５日（投票率９２．６％）

当 中川千代冶（無所属） ２１，００５票

山本 友一（自民党） １９，０１１票
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第８回 １９７２年４月１６日（投票率８９．１％）

当 山本 友一（無所属） ２２，１１６票

三好 金久（無所属） １３，９６２票

菊池 竜平（社会党） １，３１９票

中井 鐸平（無所属） ７５８票

稲井 勝（共産党） ７５６票

高田 厳（白石県政打倒県民同志会） １１４票

第９回 １９７６年４月１１日（投票率８０．１％）

当 山本 友一 （無所属） ２３，９６８票

佐藤 晴男 （無所属） １５，５２７票

第１０回 １９８０年４月１３日（投票率８０．９％）

当 山本 友一（無所属） ２１，６９４票

中畑 義生（自民党） １３，５１７票

渡辺 亨（無所属） ２，６９６票

宇都宮久史（無所属） ２，６６９票

第１１回 １９８１年２月８日（投票率８４．４％）

当 菊池 大蔵（無所属） １６，２０９票

三浦 雅夫（無所属） １５，７７５票

藤田 訓啓（無所属） １０，３０８票

第１２回 １９８５年２月３日（投票率７７．８％）

当 菊池 大蔵（無所属） ２４，７１０票

柴田 勲（無所属） １５，３０１票

第１３回 １９８９年１月２９日（投票率７３．１％）

当 柴田 勲（無所属） １７，３１２票

菊池 大蔵（無所属） １６，７４４票

坂尾 真（無所属） ３，２４６票

第１４回 １９９３年１月３１日（無投票）

当 柴田 勲（無所属）
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第１５回 １９９７年１月２６日（投票率５０．２％）

当 柴田 勲（無所属） １６，４８６票

三浦 雅夫（無所属） ８，７９５票

第１６回 ２００１年１月２８日（投票率７４．７％）

当 石橋 寛久（無所属） １４，０６５票

中川鹿太郎（無所属） １２，１８６票

浦瀬 明（無所属） １０，９６９票

第１７回 ２００５年１月３０日（投票率６９．３％）

当 石橋 寛久（無所属） １７，７１１票

中川鹿太郎（無所属） １５，９７９票

第１回 ２００５年９月１１日（投票率８３．２％）

当 石橋 寛久（無所属） ２６，４４０票

中川鹿太郎（無所属） ２３，２９８票

椙山 義将（無所属） １２，２０１票

第２回 ２００９年８月３０日（投票率８１．０％）

当 石橋 寛久（無所属） ２８，８８２票

中川鹿太郎（無所属） ２２，８８９票

武田 元介（無所属） ６，２４９票

付２．愛媛県議会議員選挙－宇和島市選挙区の結果

第１回 １９４７年４月３０日（投票率８５．３％［全県］）

当 山本 友一（愛媛民主党） ７，９７８票

当 向井 三冶（愛媛民主党） ５，７１７票

佐々木 饒（愛媛民主党） ５，４４７票

中田正太郎（無所属） １，３０３票

久留島 豊（無所属） ６１７票

第２回 １９５１年４月３０日（投票率８８．７％［全県］）

当 山本 友一（自由党） ８，７３２票

当 向井 三冶（自由党） ７，７２９票

中川千代冶（無所属） ６，６７５票

中畑 数一（無所属） ２，９００票
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第３回 １９５５年４月２３日（投票率８６．９％）

当 藤田 定吉（愛媛県政同志会）１０，６１６票

当 籾木棟太郎（無所属） ７，２４５票

中畑 数一（無所属） ５，４５１票

梶原 源一（愛媛県政同志会）５，４０７票

第４回 １９５９年４月８日（投票率８８．４％）

当 中畑 義秋（自民党） １０，３６４票

当 藤田 定吉（自民党） ８，８８３票

当 佐古田光義（自民党） ７，１８１票

国村 三朗（無所属） ６，７２７票

籾木棟太郎（自民党） ３，６３５票

第５回 １９６３年４月１７日（投票率８４．５％）

当 中畑 義秋（無所属） １２，１６５票

当 国村 三朗（社会党） １１，２７５票

佐古田光義（自民党） １０，４８６票

第６回 １９６７年４月１５日（投票率８２．６％）

当 佐古田光義（自民党） １０，６３１票

当 中畑 義秋（自民党） ９，７２０票

今村 徹（無所属） ７，８６５票

国村 三朗（社会党） ７，０１２票

第７回 １９７１年４月１１日（投票率８０．０％）

当 中畑 義生（自民党） １２，２４３票

当 佐古田光義（自民党） １１，１４６票

三浦 雅夫（無所属） ６，７３６票

宮内 勇（共産党） ３，０１９票

第８回 １９７５年４月１３日（投票率８５．３％）

当 中畑 義生（自民党） １１，３６９票

当 土居 幸治（無所属） ９，３４５票

当 三浦 雅夫（無所属） ９，０８５票

佐古田光義（自民党） ８，６７０票

松本三代一（社会党） ２，７６０票
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第９回 １９７９年４月８日（投票率５４．９％）

当 中畑 義生（自民党） １１，９０７票

当 土居 幸治（自民党） ７，３４７票

当 三浦 雅夫（自民党） ７，１２２票

飯森 義春（無所属） １，４５７票

補欠選挙 １９８１年３月１日告示（無投票）

当 中川鹿太郎（自民党）

当 長沢 勇（自民党）

第１０回 １９８３年４月１０日（投票率７８．６％）

当 中川鹿太郎（自民党） ８，２２８票

当 長沢 勇（自民党） ８，０４３票

当 中畑 保一（無所属） ７，８４１票

三浦 雅夫（無所属） ７，６７１票

土居 幸治（自民党） ７，１１０票

宇都宮久史（共産党） １，３６１票

第１１回 １９８７年４月１２日（投票率７８．４％）

当 中畑 保一（自民党） １１，３５１票

当 中川鹿太郎（自民党） ９，２６１票

当 三浦 雅夫（無所属） ７，５９２票

長沢 勇（自民党） ７，４４２票

石本 憲一（共産党） ２，２８７票

第１２回 １９９１年４月７日（投票率７３．９％）

当 山本 公一（無所属） １１，６７４票

当 中畑 保一（自民党） １１，１５６票

当 中川鹿太郎（自民党） ９，４４２票

三浦 雅夫（無所属） ４，８７８票

第１３回 １９９５年４月９日（投票率６６．５％）

当 中畑 保一（自民党） １３，２０２票

当 中川鹿太郎（自民党） ９，０８６票

当 仲田 中一（無所属） ５，６０９票

三浦 雅夫（無所属） ５，３５９票
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第１４回 １９９９年４月１１日（投票率６９．２％）

当 中畑 保一（無所属） １３，５７９票

当 中川鹿太郎（無所属） ８，７８０票

当 仲田 中一（自民党） ６，１９１票

三浦 雅夫（無所属） ４，１９１票

坂尾 啓子（共産党） １，７９３票

第１５回 ２００３年４月１３日（投票率６１．６％）

当 中畑 保一（自民党） １２，７８２票

当 仲田 中一（自民党） ９，５０５票

大窪美代子（無所属） ７，４８４票

第１６回 ２００７年４月８日（無投票）

当 中畑 保一（自民党）

当 高山 康人（自民党）

当 毛利 修三（自民党）

当 赤松 泰伸（自民党）

注）２００７年から愛媛県議選の選挙区割りが再編され，宇和島市は北宇和郡と合区され，定数

が４に増加した。

＊本論文は，２００９年度松山大学特別研究助成の研究成果の一部である。
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